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貴舟 良子(木曽郡南木曽町立読副 ､学校)
1 はじめに

以前､学習国語辞典と実際に使われている国語教科書の辞書学習について､比較考顛する機会

があった｡そこで私には一つの疑問が残った｡それは､辞書がどれほど引きやすくなったとして

も､一番大切なことは､子供たちが辞書を使って学習することによってどれほど自分の中にその
語柔を位置づけていけるかということではないか､という疑問である｡

私が実際に受けていた授業は､分からない語句が出てくると辞書でその語句を引き､辞杏に載

っていることをそのままノートに書き写すという授業だった｡しかしそのような学習では､子供

たちにとって語句はその辞書に載っている語句としての意味しか持たなくなってしまうのではな

いだろうかと､今になって思う｡果たして子供たちには､1つの文中にその語句が使用されている
ことの意味が伝わっているのだろうれ 文脈に沿うことや､作者がどのような意味を込めてその

語句を使ったのかというようなことまで考えた時､どのような譜表指導が望ましいのかを明らか
にしたいというのが本論の目的である｡

あわせて､語桑指導がなぜ行われなければならないのかということを､語免指帯の定立も含め
て述べていく｡

2 語褒指導の目的
語桑指導の目的の一つには語桑量の拡充があげられている｡私もそれが一番の日的であると考

える｡しかし､語重量を増やすことのみに語褒指導が偏りがちになっているのではないかという

不安がある｡

言葉を数多く知っていることは大切なことであるが､『国語教育研究大辞苑』にはr①文章を読
んだり話を問いたりしたときに､そこに使われている言菜を的確に､そして､イメージ豊かに理

解できる力｣を身につけることが語尭指導の一環であると雷かれている｡ここで使われている｢イ

メージ豊かに理解できる力Jというのは､その文脈にあった招来の意味をイメージして選び､使

用することができるということである｡ただ語桑の窟味を知っているというだけではなく､いく

つかの意味の中から文脈に一番合ったものを選び出す力というものを語史教育でつけていかなけ

ればならないのである｡

語のイメージに関しては､『日本語百科大事典』(p.384)に､次のように苔かれている｡r一般に
単語のレベルでのイメージは単一的･個別的だが､文(文辞)のレベルでのイメージは述続的･集合

的で､個別的な各単語によるイメージを含みながら､全体として､今示したようにiB面イメージ･

情景イメージを形成する｡｣ここから､やはり単語は文章の中で使われてはじめて生きてくるもの

であり､文章での使われ方によって単語としての意味が様々に変化するということを､語桑指導

を行ってゆく上で子供たちに一番指串していきたいところである｡

｢語桑指導｣というと､語乗免を増やすことが一番の目的であるように思っていたが､やはり
語衆丑が増えても､それを使うことができなければ意味はないのである｡以上のことから､語柔

の意味を知るということだけではなく､r語桑の意味を知った上で､その語桑を生かせる使い方が

出来るようにする｣ということが言吾食指増の日的であると言える｡

2.2 語桑指導の現状
現在､語尭指導は学校教育においてどのように取り扱われているのかということを､学習指導

要領､国語教科書の記述から考えていきたい｡特に本論では語免指噂と学習国語辞典とのかかわ
りについて述べていくので､辞書学習に焦点を紋って見ていくことにする｡

学習指導要領は新学習指導要領を用い､語桑指導の中で辞雷学習がどのように扱われているの
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かということを見ていく｡国語教科書では､小学校4年生の教科書にはじめて ｢国語辞典の使い
方Jが記述されているので､その部分を抜粋しながら見ていく｡

2.3 学習指導要領
学習指導要領は平成 10年12月告示の 『小学校学習指導要領』(以後学習指導要領とする)を使
用する｡その中で ｢辞書｣という記述があるものだけ抜粋する(下線は筆者)｡
【第3学年及び第4学年〕
2 内容 〔言語事項〕(1) ェ 語句に関する事項

(イ) 表現したり理解したりするために必要な文字や語句について､産室を利用して調べ
る方法を理解すること｡

〔第5学年及び第6学年〕
2 内容 〔言語事項〕(1) ク 語句に関する事項

(ウ)表現したり理解したりするために必要な語句について､重量を利用して調べる習慣を
付けること｡

『小学校学習指導要領解説 国語編』(以後学習指導要領解説とする)

r(イ)の事項は､辞書利用に関するものである｡第3学年及び第4学年における『辞書を利用し
て調べる方法を理解すること』は､第5学年及び第6学年における『辞書を利用して調べる習慣
を付けること』-と発展するo『辞書を利用して調べる方法を理解すること』は､これまでは第4

学年からの指導事項であったが､今回の改訂により第3学年から指導することとした｡それは､
読書範囲の広がりに応じて自分で男語句を調べたり､学校図書館を利用して必要な情報を収集･
活用したりする能力を育成するためである｡J

r(ウ)の辞書に関する事項は､第3学年及び第4学年での 『辞書を利用して調べる方法を理解
する』指導を受けて積極的に 『辞書を利用して調べる習慣を付ける』ことをねらっている｡例え

ば､『C読むこと』の領域の言語活動例の『自分の課題を解決するために図鑑や辞典などを活用し
て必要な情報を読むこと』を通し､『オ 必要な情報を得るために､効果的な読み方を工夫するこ

と｡』と関係付ける工夫も必要である｡
また､日常生活において辞書を活用して調べる習慣が定着するようにするため､国語科に限ら

ず他の教科等の調べる学習や日常の生活の中でも積極的に辞書を利用できるよう､必要なときは

いつでも辞書が手元にあり使えるよう配慮しておくことが大切である｡｣

このように､学習指導要領においては第3学年及び第4学年､第5学年及び第6学年に辞書が
具体的に取り上げられて書かれている｡このことから､語重量の拡充とそこで習得した語桑を生

かしながら使えるようになるという､語嚢指導の目的が学習指導要領に位置づけられていること

が分かる｡

2.4 国語教科書
今回は長野県で使用されている光村図書の国語教科書を使用する｡

学習指導要領書では第3学年から辞書学習を取り入れるようにと書かれているが､教科書では

第4学年の教科書に初めて辞書の引き方が載っているので､その部分を抜粋する｡

国語四上 かがやき 光村図書

国語辞典は､吉葉の意味や使い方を詞べたり､漢字ではどのように書くのかを調べたりす
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五十音順に

国語辞典では､言葉は､下の図のように､清音のかなで五十音順にならべてあります｡
(五十音順の表)

例えば､｢春(はる)｣という言葉を引いてみましょう｡まず､｢はる｣の rはJをさがし

ます｡｢ぬ｣rねJrの｣の後です｡次に､二宇目の rる｣をさがします｡これも､｢はと｣
rは且｣rは旦｣と五十音順に配列してあります｡こうして見ていくと､rはる｣が見つか
ります｡
濁音(｢ばびぷべぼ｣など)､半濁音(｢ぱぴぷぺぽ｣)は､消音(｢はひふ-ほ｣など)の後
に､濁音､半濁音の順にならべてあります｡

言い切りの形で

｢焼かないJr焼きます｣r焼いた｣｢焼けば｣｢焼こうJなどと形の変わる言菜は､ふつう､
次の例のように､｢焼く｣という言い切りの形で出ています｡

やく 【焼く】①火をつけてもやす｡②火に当てる｡③火のねつを加えて物を作る｡◎日の光に

はだを当てる｡
やぐ 【夜具】ねるときに使う､ふとん

どの意味が当てはまるか

調べようとする言葉が､どの意味に当てはまるか(｢焼く｣の例では､①から④のうち､どれか)
を考える必要があります｡

辞書を使う目的として教科書に定められている事柄を次のようにまとめる

1 言葉の意味や使い方を詞べたいとき

2 漢字でどう書くのか (送りがなはどうするのか)甫べたいとき
本論で取り扱った光村図書の教科書では､r国語辞典の使い方｣というページが2ページある｡
そこでは､五十音順の説明､辞書の基本的な引き方､引くときの吉井の形､意味の選別の仕方の
説明がされている｡

本論で最も注目して取り上げていきたいと考えている部分は､教科等の最後に記述されて

いる ｢どの意味があてはまるか｣という項目である｡

2.5 語桑指導の問題点
いままで語尭指導の日的､現状などについて文献から調べてきたが.そこから考えられる問題
点を指摘していきたい｡

まず 『学習指導要領』では､語桑指導における辞雷指導は3-6年を通してみても､すべて r調
べる習慣を理解したり､身につけたりするために行われる｣と記述されている｡国語柘には r読

むこと｣と関連づけるようにと記述されているが､文章読矧 こおいてどのように語句指苛を位置

づけてゆくのかということが 『学習指導要田』には具体的に述べられていない｡また 『学習指導
要領』を見ても､指導方針として r読書範囲の広がりに応じて自分で難語句を嗣べたり､学校図

書館を利用して必要な情報を収集･活用したりする能力を育成するためである｡｣と啓かれており､
どちらかというと語句をしらべることに重点をおいているようだ｡

次に『国語教科雷』においては｢国語辞典の使い方Jという項目で､rどの意味が当てはまるか｣
という見出しを立てて次のように述べている｡
r調べようとする言葉が､どの意味に当てはまるか考える必要があります｡｣しかし､これだけ

の説明では児童に内容が深く伝わらないのではないだろうか｡このような教科雷の記述からも､

語憂指導と文章読解を強く結びつける指導に関心が薄いような気がする｡辞書の引き方は詳しく
鋭明されているので良い｡しかし､語桑を調べて多くの意味を知ることの他に､増やしたそれら
の知識をどのように活用していくのかということはほとんど述べられていない｡小学校4年生で
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初めて辞書学習を行うので､辞書の引き方を理解することは必要だが､知識をどうやって生かし

てゆくのかということは語嚢教育の基礎的な目的として､教科書でももっとしっかりと取り扱う
べきではないか｡

このように､『学習指導要領』『国語教科書』のそれぞれ記述から問題点を指摘してきたが､今
まで述べてきた事柄をまとめると次のようになる｡語童指導の目的として､語嚢量を増やすこと

だけに重点を置くのではなく､その知識をどのように活用してゆくかということを述べてきたが

現状からは､辞書学習は身につけた語秦をいかに活用してゆくかということより､語桑量を増や
すということに重点を置いているようだ｡

3.語嚢指導の実践

3.1アンケー ト調査
本論では､小学校における辞書を使った語桑指導の方法論的研究を行っていく｡そこで､実際

に児童は語桑をどのように理解しているのかということをアンケート調査した｡

このアンケートの結果をまとめ､問題点を指摘し､語柔指導が子どもたちにとって辞書的な意

味をとるということだけに偏りがちにならないように､どのような語桑指導が望ましいか考えて
いくO

アンケートの目的は､分からない詰責がでてきた時､語桑の持ついくつかの意味の中から､自

分の読んでいる文脈にいちばん適している意味を選ぶことができる能力を子供たちはどのくらい

身につけているのか､ということを把握するという事である｡アンケートの方法は辞書学習が初

めて行われる小学校4年生を対象とした｡使用した文章は4年生の国語教科書である光村図書｢国
語 4上かがやき｣から､説明文の ｢カブトガニを守る｣(土屋圭示 著)を選んだ｡その理由は､
子供たちが教科書で ｢国語辞典の使い方Jを学習してから初めて学習する説明文であり､国語辞
典を意識して学習することができるのではないかと考えたからである｡そして､文中の語句の持

つ意味を子供たちに2-4の選択肢の中から選択してもらった｡

アンケー ト調査用紙

1､次の文を読んで下さい｡

カブトガニを守る ∃遠 望芸
カブトガニは､北アメ1)カの東海岸と､アジアの一部にしか住んでいない､【①めずらし

い】動物ですD日本では､瀬戸内梅の一部や九州北部などに見られます｡全長およそ60セン
チメートル､【②するどい】つるぎのようなしっばをもち､【③いかめしい】かぶとのような頭

をしています｡

カブトガニは､実は､二億年もの昔から､ほとんど形をかえることもなく生き続けてき

た動物です｡なぜ､そんなにも長い間生き続けることができたのでしょうか｡

第-の理由は､海の底のどろの中で【④ひっそり]と生活してきたことです｡そのため､て

きにおそわれることが少なく､気候の大きな変化にも､えいきょうを受けなくてすんだの

ですD

第二の理由は､食べ物が少なくてすむということです｡何も食べなくても､半年以上も

どろの中で生きていられるのです｡

第三の理由は､たまごを数百こずつ分散して産むことです｡そのため､たまごがぜんめ

つする心配がありません｡

このような【⑤とくちょう】をもつカブトガニも､今では､ずいぶん少なくなりました｡海

がよごれ､海岸がうめ立てられ､カブトガニのすみかが【⑥うばわれて1きたからです｡

そこで､カブトガニを守る運動が､岡山県笠岡市など､各地で進められるようになりま

したDカブトガニを守ることは､自然を守り､わたしたちのくらしを【⑦守る】ことにつなが
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るのです｡

2､①～⑦の言葉の意味をえらんで､番号に○をしてください｡

① めずらしい 1めったにない｡まれだ｡困このように大きい花はめずらしい｡
2ひさしぷりだ｡

.3ふつうとかわっているo囲毎で旦王立吐 魚をつ-た｡

② するどい '言vi琵 琶端 ;t,i:;.D鳥のくちばし昧地

4あたまの働きや感覚(かんかく)などがすぐれている｡匝地 ものの見
方｡

③ いかめしい 1近よりにくい感じをあたえるほど､おもおもしく､きびしそうだ.

2監 設 置 諾 芸ミ地 主門を守っている0

3おごそかな様子｡立派できりっとしている様子｡酔 舵 はいかめしい
門番が立っていました｡

4おそろしくて､近よりにくい｡匪匝寺にはいかめしい顔の像が立って
いる｡

⑳ ひっそり 1もの音がなく､しんとして静か｡固林の中は旦三宝且としていた｡

2ひそかに｡匝森の中で旦ヱ己且とくらす｡
3めだたない様子｡

4しずかで､さびしい様子｡囲誰もいないので､家の中が旦ヱ皇且とし
ている｡

⑤ とくちょう 1とくべつにすぐれているところ｡(特長)
2ほかのものとくらべて､特にめだつところ｡(特徴)

⑥ うばう 21̂̂ on,認 諾<豊 監 笛 ㌫ JLV言語 墓 地 ｡

⑦ 守る 1他からの害をうけないようにする｡匝子どもを事故から重畳｡

2したがう｡困きそくを宜を｡

これで､質問は終わりです｡ありがとうございました｡

3.2 調査項目の選定理由
引用部分は甲斐睦朗(1991)『語句に着日した読み方指導6小学校3･4年 説明文教材』(明治
図書)｡
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《語句》①めずらしい
《選んだ理由》

r『めずらしい』には､カブトガニに対して､食重であり､不思議であり､興味を引きつけられ､
大事に守っていきたいと願っている輩者の気持ちが込められているJ語句だといえる｡また､学

習指導書の記述から､これは段落①の要点である rカブトガニは珍しい動物だ｡Jということに深
く関わる吉井であるので子供たちにはしっかりと意味を理解してもらいたいと考えた｡

《静句》②するどい

《選んだ理由》

｢するどい｣にはカブトガニのもつ特徴を表す意味が込められている｡そして､その次に出て
くる rいかめしい｣という言葉とともにカブトガニの外観を表現していると考えられる｡また､

辞書の意味記述を見ると ｢するどい｣には ｢先がとがっているJrよく切れる｣rいきおいがはげ
しい｣r頭の感覚がすぐれている｣といった意味があり､ここで意味を取り違えると､カブトガニ
の印象が変わってしまうのではないかと考えたので､意味をしっかりと理解させたいと考えた｡

《語句》③いかめしい

《選んだ理由》

｢いかめしい｣にはカブトガニの姿を一言で現すという大切な役割がある｡これから､このカ

ブトガニについて考えようとしている子供たちにとって､この意味をしっかり捉えることは､よ
りイメージを膨らませて授業に取り組む事ができるのではないだろうか｡

また､辞書の意味記述を見ても､｢近寄りにくい感じがするほど､おもおもしく､きびしそうだ｣

｢厳重である｣｢厳かな様子､立派な様子Jrおそろしくて､近寄りにくいJといったように､意
味に幅があると考えられる｡子供たちがこれらの意味の中から､文中の語句に一番適した意味を
考えるのは難しいのではないかと考えた｡

《爵句》@ひっそり

《選んだ理由》

｢ひっそり｣はカブトガニが2億年もの長い間生活してきた状況を表している｡なぜそんなに長
い間生き続けることができたのかという問いに対して､イメージとして生き続けてきた様子を思

い浮かべることができる語句だと思う｡学習指導書によると､rひっそり｣には静かに事をする様
子と書かれている｡これは辞書の記述を見ても､r物音がなく､しんとして静か｣｢ひそかに｣rめ
だたない様子｣rLずかで､さびしい様子｣といったように意味が似通っているので､大変わかり
にくいのではないかと思う｡そこで､子供たちにイメージを持ってもらうためにも､この語句の
意味をしっかりと押さえておくことは大切なのではないかと考えた｡

《語句》G)とくちょう

《選んだ理由》

rとくちょう｣には2つの意味がある｡1つは ｢特徴Jもうlつは ｢特長｣である｡教科書の本文
にはひらがなで記述されているので､子供たちは文字を見て意味の違いを理解することはできな

い｡本文を通して読んだときに､どちらの意味が適しているのか自分で考えなければならない｡

｢特徴｣には ｢他のものとくらべてとくにめだっところJ､｢特長｣には ｢とくべつにすぐれてい
るところJとそれぞれ意味があるが､この本文ではカブトガニが2億年もの長い間生き続けてきた
のはなぜかという問いに対して､カブトガニの性質について解説をしている部分から､｢とくちょ

うJについてどちらの意味が正しいのか判断することができるだろうと思う｡

《語句》⑥うばう

《選んだ理由》

rうばう｣という語句は人間とカブトガニの関係を表現している｡本文ではカブトガニが2億年
もの長い間生き続けていたという事実を述べ､カブトガニの持つ生命力の強さや､特有の性質を
紹介している｡しかし最後では､今カブトガニがおかれている現状が述べられており､そこには
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人間の力によってすみかが奪われてきたという事実が書かれている｡rうばうJという語句は､今

まで述べてきた事柄から転換をはかる､重要な語句ではないかと考えた｡

《語句》⑦守る

《選んだ理由》

rまもる｣はこの本文の層創こも使われている.そして､まとめの段落での重要語句だと考え

られ､学習指導書の記述には ｢筆者の主張(題名とつながっていく)｣とある｡r守るの辞書的意味

を捉えさせるだけでなく､具体的内容を考えさせ､本文の内容と照らしあわせて捉えさせたい｡｣

また､r『守る』には､これ以上減らさないという受動的な内容にとどまらず､また環境改善のよ
うな間接的行動だけでなく､直接的能動的な行動も含んでいる｡｣

また､辞書の意味記述を見ると､｢他からの害をうけないようにする｣｢したがうJといった､
異なる2つの意味を持っていることが分かる｡本文では自然を守り､自分たちのくらしも守りたい

という気持ちを最後に述べているので､｢まもる｣の意味をしっかりと捉えておくことが大切だと

考えた｡

3.3 学習国語辞典における記述
実際の学習国語辞典には､どのように語句が記述されているのかということを見ていく｡使用

する学習国語辞射ま､5社の学習国語辞典である｡記述を調べる語句もアンケートで任IT]した7
つの語句とする｡

使用する学習国語辞典

教育同人社 『新版小学国語辞典』-･･---･-『同人社』
小学館 『例解学習国語辞典』---- -‥･『例解』

BenesSe 『チャレンジ 小学国語辞典』･･････『チャレンジ』

講談社 『学習新国語辞典』--･･--･--『学国』
三省堂 『小学国語辞典』-----･-･･-･『小国』

辞書を選んだ理由

本論では､以上の5社の学習国語辞典を使用することにした｡その理由として､r教育同人祉｣
の学習国語辞j知ま､第3章で行ったアンケート対象校で使用しているものであったために本論で
使用することにし､その他の学習国語辞射まとくに代表的なFfl版杜の辞典を使用することにした｡

｢①めずらしい｣

『同人社』 めずらしい 【珍しい】①めつたにない.陛巨のように大きい花は塾生とiikl○②ひさしぶりだ｡岡 rあら､旦辿 .∫

『例解』 めすら1,.い 【珍しい】;:.酔 )めつたにない｡まれだ○払 ね

ぽうした○②ふつうとかわつている.目新しい.固海で出 血をつった.囲 めずらしかろう.めずらしかつた.めずらしくなる.めずらしいとき.めずらしければ 匝 -の)めずらしさ㊨ めずらしがる㊨めずらしげ形動

『チャレンジ』 めずらし-い 【珍しい】匝峯萱妙 めつたにない8まれだ.⑳こんなに雪
がつもつたのは塗吐 ○②ふつうとはかわつていて､目新しく思われる.
⑳六角形の切手とは塗吐 ｡

『挙国』 めずらし.い 【珍しい】睦 めつたにない〇日新しい｡匝匡れは旦王立辿 ここん虫だ.②ふつうとちがつている.虹 テストが汎点

(託)だった.

『小国』 めずらしい 【珍しい】めつたにない｡ふつうと変 (か)わつている○凶
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｢②するどい｣

『同人社』 するどい 【鋭い】①先がとがっている○幽タカやワシのなかまの鳥のく

ちばLは地 ②よく切れる.馳 ナイフo③いきおいがはげしい○匝 臼些 攻撃(こうげき)○④頭の働きや感覚(かんかく)などが
すぐれている.岡地 ものの見九 ⇔にぷい｡

『例解』 芸aL完 湯 蕊 監 置 ㌘蒜 濫 竃 鎧 三

監 芸 謡 芸三oAミ芸U<こ書芸:こ芸;ま配 濫 造 纂 芸誓

つくておそろしい感じがする.因目つきが土星空也 ⑥声や音がたい-
ん高く強い○例ジェット機の発進音はするど い○⑦光のかがやきが強い○

監 霊 .守+まま<',lTa等 まきEot禦笠 と恩 笛 宗 主言…
㊨

『チャレンジ』 するビーい 【鋭い】匝堅萱軒 先が細くとがっている.⑳塾klばらのとげ○
②よく切れる｡⑳盈ヒ刀D③いきおいがはげしく､おそろしいo⑳象り

目つきo④すぐれているB⑳頭のはたらきが盟とo匝匝～④鈍にぷい○

『学国』 するビーい 【鋭い】緋 )先がとがって細い○担幽 矢じり｡②よく

竺㌣詣 監 誤 差:孟霊 芝書 誌 禁 .造 岩 蒜警 ::?

『小国』 二 ㍗ 三 ∵ 二 言 ∵

･『同人社』 いかめしい 近よりにくい感じをあたえるほど､おもおもしく､きびし

そうだ0回吐亘喧迎 顔つきC

『例解』 いかめい い 【厳しい】!,'/匝厳きびしそうで､こわいようす○陸 上む

旦主と顔つき○匝回し､かめしかろう.いかめしかつた.いかめしくなる.いかめしいひと.いかめしければ 匝 ...の)いかめしさ㊨ 厳めしげ形動

『チャレンジ』 いかめし一一幽 おそろしくて近よりにくい.⑳お寺にはいかめしい

顔の仁王像)tff,があるo
『学国』 いかめし.い 【厳めしい】齢 おごそかな様子.立派 (㌢)で､きりつ

としている様子〇回城 (しろ)には､地 番兵 (禁)が立つてい

ました○②激 (はげ)しいo厳 (きび)しい.匝先生が辿 顔つき
で入ってこられた○

『小国』 器 笠 遥 孟冨こき三芸.b'@諾 n ic5諾 豊 齢 三

(8)



｢④ひっそりJ

『同人社』 ひっそりと(同人社の見出し語には ｢ひっそり｣は無く､｢ひっそりと｣
になっている.)

①もの音がなく､しんとして静(しず)かに.匝林の中は､地 上 していた.②ひそかに.同山の中で旦三豊且とくらす｡

『例解』 豊 と誓 碧 諾 写三言こ竿冨-*7=去芝器 濯 芙;.芸
皇旦くらしている○

『チャレンジ』 ひっそり【と〕匝司 卸 しずかでさびしいようす.⑳だれもいない
ので家の中で旦三巴Lとしている.②めだたないようす.ひそかに.㊨-

人だけで､姐 とくらす.

『学園』 ひっそり (と)幽 匝土d①しんとして静 (しす)かな様子.馳 皇且とした札 ②静かで人目につかない様も周 山の中で旦2皇且と碁くく)
らす｡

『′J､国』 ひっそり ①静 (しず)かでさびしい様子｡ ひ̂ っそり (と)した家○

『同人社』 とくちよう【特長】とくべつにすぐれているところ.凶長所.とりえ.
利点(りてん)

とくちよう【特徴lほかのものとくらべてとくに目立つところ個 特性(と
くせい).特質.

とくちよう(特徴.特長)の使い分け
特赦は､ほかのものより､とくにめだつところ.特長は､ほかのもの

より､とくにすぐれているところ.匡匝の人のしゃべり方は､とても盤
選がある○この辞炎(じてん)の塵星は､にている言共の使い分けかたがよ
く分かるところです.

『例解』 とくちよう【特長】;:_固ほかのものより､とくにすぐれている点.困
壁星を生かす○

とくちよう【特ちよう日特配二 回ほかのものとちがう氏 とくに目立つところ○匝匝色.岡シカのおすの建ち呈且は､つのがあることだ.

『チャレンジ』 とくちようt特長】匝固ほかのものよりも､とくにすぐれているところ｡⑳このくつの整星は､じようぷで長持ちすることだ○⇒匝 司

とくちよう【特別 区司ほかのものにくらべてとくに日だつところ.㊨

キリンは首が長いのが塵塾だ.

匝 亘 司 《特長.特長》
特長はほかのものよりすぐれているところ.特別禁の長所のこと.r新屋望

品.L霊の特長を説明する/彼の特長をひき出す｣

特称まよい思いに関係?,'たなく､ほかのものとちがつて､日だつ点○変わ
つているところ.｢ある人物の特徴をつかむ｣

『学園』 とくちJ=う【特長】凶ほかのものよりも､特にすぐれているところ｡幽
このくつは､じようぷなのがいちばんの生長です.⑳特色
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の大きいのが､あの人の旦塾です｡⑳特性 (呈fj.

使い分けどうするIOとくちよう 〔特長.特赦〕
O r長Jは､すぐれているという意味.｢特長Jiま､ほかと比 (くら)べ

て特にす<.れていること.匝細分の壁星皇生かすo
○ r徴Jはあらわれる､目立つという意味.r特徴｣は､ほかのものよ
り特に目立つこと｡匝窮の塵盈娃どんなところですか○先生の歩き
方には整数がある○

『小国』 とくちよう【特長】ほかのものよりも特にすぐれているところ.長所○

囲この本の塁長は印刷 (いんさつ)がきれいなことだo
とくちよう【特徴】ほかのものに比 (くら)ベて､特に目だつところ.

『同人杜』 うばう【奪う】①人のものをむりやり取る○⇔あたえるo組兄は弟のボ

-ルを迫 を○②人の心や注意を強くひきつける○匡恒の美しさに目を土地 囲あげるーまきあげる.ふんだくる.さらう,ひきつけ
る.かちとる8

『例解』

ができる)㊨

『チャレンジ』 うば-う【奪う】匝亘郵Dむりに取りあげる○⑳どろばうが金を室ユてに

げた/大地しんは多くの人の命を垂三た○②人の目や心をひきつける○⑳

その絵の美しさは､人々の目を室三た○匝弛 与あたえる○

『学国』 うrf.う【奪う】匪匝人のものを無理-(むり)に取り上げる.匝匝たえ

る①○②心を引き付 (つ)ける｡匝恒を_皇旦皇旦豊里美しい景色 (■'{)
だ｡

『小国』 うばう【奪う】①むりに取り上げる○ぬすむo②なくさせる｡匝匪 (ね

『同人社』 まもる 【守る】①他からの害(がい)を受けないようにする○匪区供を事

故(じこ)から重量.②しかがう.匝lきそくを宣星o⇒しゆ【守】
『例解』 まも.る 【守る】yI 国書を受けないようにふせぐ○転身を重量o自然

憲 誓 藍 送 還 崇 憲 憲 等

『チャレンジ』 まも-る 【守る】陸 相害がいを受けないようにふせぐ.⑳火事から家

を重も ②決めたことにしたがうB⑳法律はうりつを重畳｡圏か攻せめる.

『学国』 詰 ●(Lie,'警 儲 警デミ蒜 RT(ミ::,｡妄諾 琵 琶芸;ナ芸三㌢孟宗

められたことを､そのとおりにするo触 リ(%<t)を宣五〇



例留守 (るす)【じん地)を守る｡× (反対語)せめる｡②決められたと
おりにする｡例規則 (きそく)を守る｡⇒シュ 〔守〕｡

3.4 調査結果
ここでは､実際に行ったアンケートの集計を行い､実態例を紹介しながら結果の分析とその結
果に対する考察を行っていきたい｡アンケートは小学校4年生36名に行ったもので､グラフはひ
とつの語句につき1つずつ表記した｡

3.4.1①めずらしい

1.めったにない｡まれだ｡
2.ひさしぶりだ｡

3.ふつうとかわっている｡

本文の中では｢カブトガニは､北アメリカの東梅岸とアジアの一部にしか住んでいない｣と書か

れている｡このことからも分かるように､カブトガニは､めったに見られない爵重な動物である
と､筆者は述べている｡ふつうとかわっていると述べているわけではないので､1｢めったにない｡
まれだ｡｣を選択することが良いと考えられる｡実際のアンケートの結果を見ても､30名の児童
が1を選択している｡しかし､6名の児童が3の ｢ふつうとかわっている｡｣を選択している｡
それは､r①めずらしい｣の1-3の選択肢を見ると､2の ｢ひさしぶりだJ以外の二つは､意
味がとてもよく似ている事から生じたのではないだろうか｡どちらかというと､1の ｢めったに
ない｡まれだ｡Jという方が意味が強く感じられ､3の rふつうとかわっている｡｣の方は意味が､
比較的強くは感じられない｡しかし､子供たちにはこの少しの違いを理解し､どちらか判断する
ことは難しかったのではないだろうか｡

また､このように文章自体から判断したり､筆者の述べたいことを考えながら判断することが

一番望ましいと思うが､実際の結果から考祭すると､子供たちには難しいことなのかもしれない｡

3.4.2②するどい

1.先がとがっている｡

2.よく切れる｡
3.いきおいがはげしい0
4.あたまの働きや感覚などが
すぐれている｡

(ll)



本文の中では1の ｢先がとがっている｣といった意味で ｢するどい｣が使われていると考えら

れるbここでは24人の児童が1を選択している｡しかし､2の rよく切れる｣を選択した児童が
6人いる｡これは､文を読んだときに ｢するどいJの後に ｢つるぎのようなしっばをもち｣と書
かれているので､rつるぎ｣から ｢よく切れる｣が連想されたのではないかと考えられる｡
結果を見ると3rいきおいがはげしい｣4｢あたまの感覚などがすぐれている｣を選択した児童
がともに3人ずついる｡これは､カブトガニという動物のイメージを子供たちの中で作り上げて
いたことから､カブトガニの気性等を自分たちなりに考え､3と4を選択したのではないかと考
えられる｡しかし､rするどい｣とはカブトガニの気性ではなく､カブトガニの外観を表している
ものなので､本文を読み進めながら子供たちが ｢するどい｣はカブトガニの外観のイメージを表
現している語桑であるとことを理解するように指導しなければならない｡

3.4.3③いかめしい

おもおもしく､きびしそうだ｡
2厳重である｡
3おごそかな様子｡立派できりっと
している様子｡
4おそろしくて､近よりにくい｡

本文では､｢いかめしいかぶとのような--｣というように ｢いかめしい｣という語句を使用し
ている｡このことから､1の意味か3の意味が適していると考えることができる｡どちらかとい
うと､3の ｢立派できりっとしている様子｣という意味の方が適している｡3はカブトガニの名
前の由来でもある rカブト｣をより良く表現することができるのではないだろうか｡この ｢いか
めしい｣という語句によって､子供たちの中に重厚で立派なカブトを身にまとったカブトガニが

より強くイメージされるだろう｡rカブト｣は r恐ろしい｣というのではなく､立派できりっとい
ているという表現を使ったほうがよい｡

アンケートの結果を見ると､1を選択している児童が15名と一番多く､残りはほとんど同数の
児童が2-4の選択肢を選んでいる｡今回のアンケートでは､この rいかめしい｣という語句は､
特に人数の散らばり方に差がでなかった｡このことから､意味的に非常に似ているので子供たち

が選択しにくかったと考えることができる｡しかし､2の ｢厳重である｣という意味はこの文章
には当てはまるとは考えられない｡次に4をみると､だいたい1と意味が似ていることが分かる｡
そこで､子供たちは1と3と4の意味の間で迷っていたと考えられる｡
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3.4.4④ひっそり

~ ≒ ≡ ~ =二幸
本文では rひっそり｣はカブトガニが生活している様子を表す語句として使用されている｡そ
の前に.カブトガニはなぜ､2億年もの長い間生き続けることができたのできたのかと問題提示
がされており､カブトガニの生活の様子を表す ｢ひっそりJという語句はこの問いに答えている
部分の､キイーワードだと考えられる｡

選択肢を見ると3の選択肢が一番本文に適している｡1は状況を来す rひっそりJであり､4
は様子を表してはいるが､さびしい様子ではないので､本文には適さない｡実際のアンケート結
果を見ても､2を選択した児童は21名､3を選択した児童は10名となっている｡ほとんどの子
供たちが2､3の意味を選択していることが分かる｡

rひっそりJについては､選択肢に4社の学習国語辞典の記述を使ったが､比較してみると違
いがあまりはっきりと現れていないので子供たちには分かりづらかったのではないかと思う｡実
際に私が判断するときもどのように基準を定めて判断して良いのかはっきり分からなかった｡私

は3が一番適していると思ったが､その理由は､カブトガニの生活している様子を出す意味とし
て､めだたない様子という記述が分かりやすく､本文に一番適していると思ったからである｡

しかし､アンケートの結果としては､選択肢が似通っているということから子供たちには選択

しづらく､結果も分かりづらいものになってしまった｡

3.4.5⑤とく.ち ょう

1とくべつにすぐ
2ほかのものとくらべて
にめだつところ｡(特赦)

本文では ｢とくちよう｣という詔句は､2の rほかのものとくらべて､特にめだつところ｡｣と
いう意味で使われている｡この2つは同音異義語なので､子供たちにも比較的分かりやすいだろ
うと思った｡しかし､アンケートの結果をみてみると1を選んでいる児立の方が多く､24人もい
た｡それに対し､2を選んだ児童は12人と半分しかいなかったのである｡
本文ではこの語句はひらがなで書かれているので､淡字を見て意味を判断することはできない｡
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そこで､本文を読んで意味を解釈することになる｡本文では､カブトガニが2億年もの長い間生
き続けることができた理由を説明しているが､それはカブトガニの特別に優れているところでは

なく､他のものとくらべて特にめだつところだと表現している｡

他のものにはない､珍しい性質ということで ｢特徴Jのほうが適していると考えられるが､思
ったよりも子供たちには r特徴Jと r特長Jの2つはわかりにくい表現であったようだ.

3.4.6⑥うばう

⑥うぱう

35302520151050

i.

惑 漂 義

1.人のものをむりやり取る｡

2.人の心や注意を強く引きつけ
る｡

rうばう｣という語句は本文では1の r人のものをむりやり取る｡｣という意味で使われている｡

アンケートの結果を見ても､1を選んだ児童は32人､2を選んだ児童は4人とほとんどの子供た
ちが1を選択していることが分かる｡

この ｢うばう｣という語句の2つの意味のうち､私たちが日常よく使うのは1の ｢人のものを
むりやり取るoJという方ではないだろうか｡2の r人の心や注意を強く引きつける｡｣という用
法は､あまり日常会話では使うことはなく､どちらかというと文章に使う方が多い｡また､2の
意味を使った用法は､小学生には比較的果しいものかもしれない｡そのようなことから､ごく自

然に1の意味を選択することができたのではないだろうかO

また､教科書の本文を読み進めてゆくと､カブトガニがどんどん減ってきていることや､梅岸

がうめたてられ､人の手によって､すみかが無くなってきているということが書かれているので､

意味的にも1の方を選択しやすかったのではないだろうか｡また､この2つの選択肢は意味に幅
があり､全く違った意味をもっているので今までの選択肢にくらべると､分かりやすいものであ

ったと思う｡

3.4.7⑦守る

⑦守る

302520151050

,',穏

_ _jL,

1 2

1.他からの害を受けないよう

にする｡

2.したがう｡
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｢守る｣という語句は､本文では1の ｢他からの害をうけないようにする｡Jという意味で使われ

ている｡この語句も選択肢の2つに意味の幅があり､違いがとても分かりやすい｡アンケートの
結果では､29人の児童が1を選択し､7人の児童が2を選択していることから､子供たちにも分
かりやすいものだったのではないかと思う｡

本文を読み､その内容から意味を選択するということであるので､⑥の rうばうJで1 ｢人の
ものをむりやり取る｡｣という意味を選択できていた児童は､r守るJでは1を選択する事が出来
ていたのではないだろうか｡本文の煎れでは､人間にすみかを奪われたカブトガニがどんどん減

ってきているので､それらを守らなければいけないというものである｡つまり､人間からの害を
受けないようにするということである｡

また､2を選択した児童は､｢カブトガニを守るという決まりに､したがわなければならない｣
という意味で解釈したのではないだろうか｡

4.語尭指導の課題と改善
譜表指導のEl的として一番多くあげられることは r語嚢の拡充Jであるが､語免丑を多くした

としてもそれらの語費を目的に添って使うことができなければ意味がない｡また､語句の中には

多数の意味を持つものもあるoそれらを自分の判断で使いこなせて初めてその語句を自分ものに
することができるということを本論で述べてきた｡

私は語桑指導の方法の1つとして､辞書を使った指導はどのように行うべきかということを述

べるために実際に子供たちが普段使っている学習国語辞典をどのように理解しているのかという

ことをアンケートなどを行って調査した｡学習国語辞典には当然いくつもの意味が載っている｡
それらを子供たちが見たときに､その中から一番適した意味を自分で判断することができるのだ

ろうか､というのが私の疑問であった｡辞書を引く学習をしていても､一番適した意味を選ぶに
はどうしたら良いかという学習はあまり行われていないように思ったからである｡しかし普段の

授業において､教科書で分からない語句が出てきたときに当然学習国語辞典を使うので､語免指
導にとって学習国語辞典はとても大切な役目を果たしているときえるのである｡

学習国語辞典は小学生を対象に作られているものなので､子供たちが理解できる範囲の語句を

使用し､意味記述も分かりやすいものでなければならない｡また例文についても､子供たちの辞

書学習を補助する役目を果たすように､より簡潔で理解しやすいものでなければならない｡
そのように､学習国語辞典が子供たちにとって分かりやすいものであるとともに､教師の指埠

はどのようにしてゆくべきなのかということも考えていかなければならない｡語免指唱の中で行
われる辞書学習はただ単に辞杏の引き方を知って､その中に書かれている意味をノートに写して

覚えるだけで終わってしまってはいけない｡そのために辞書を使った語免指導の目的をしっかり
と定めて､目的に添って行われるべきではないだろうか｡

そこで､辞苔を使った請負指等の目的を定めたい｡辞書学習も謂尭指導と同じように､語史最
を増やすためや､辞書の引き方を知るということだけで終わらせるのではなく､そこから学習を

さらに発展させていけるような目的にしたい｡辞書学習の最大の目的は､辞杏を使用できるよう
にすることであるが､自分が知りたい語句の意味にはどのようなものがあり､その中で今自分が

必要としている意味にはどれが一番適しているのかということを文章の流れから判断する力も兆
に付けていくことが大切である｡

たいていの場合､何らかの文章を読み､その中の語句の意味を調べるために辞杏を使用する｡
初めから語句は単独で存在しているものではないので､その語句の意味もその文章に適したもの

でなければならない｡子供たちが辞書を開いたときに､辞杏の中の語句の意味と文章の中で使わ

れている語句の意味がちゃんとつながりを持っているようにしたい｡そこで､辞書を使って語褒
指導を行ってゆくための目的を次のように考えた｡

r分からない語句が出てきたとき､必要に応じて辞苔を使えるように使い方を知ると共に､杏か
れている意味の中から文章に適している意味を選別することができる｡｣
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これは､まず第-の目的として辞書の使い方を知るということである｡その次に､いくつかの意

味が出てきたときに､自分が必要としている意味にはどれが一番適しているのかということを自

分の力で判断できるようにする力を付ける､という事を目標としている｡その2つを辞書を使っ
た語桑指導では指導していきたいO

そのためには､まず教師が学習国語辞典を選定する必要も出てくるだろう｡どの学習国語辞典
に一番多く意味が載っているのか､例文が分かりやすいのかなど､選定する項目はいくつも出て

くる｡また､教科書と関連させて学習国語辞典を選定すると､授業で一番使いやすい辞書はどれ

かということも重要な選定理由としてあげられる｡このように辞書を使った語桑指導を行うため

にはいくつもの準備が必要になってくる｡

最後に､辞書を使った語秦指導の方法について､子供たちの実態や学習国語辞典の現状を含め

ながら考えてみたい｡実際の教科書の ｢カブトガニを守る｣の説明文で使用されている語句の中

でアンケートの結果から､子供たちの意見が一番分かれた ｢いかめしい｣という語句を取り上げ

て具体的な指導法について考えてみたい｡

｢いかめしい｣という語句は実際の文章の中ではrいかめしいかぶとのような頭をしていますB｣

というように使われている｡そこで辞書を引いてみると､辞書の中には次のように書かれている｡

rl 近よりにくいほど､おもおもしく､きびしそうだ｡2 厳重である｡3 おごそかな様子D立
派できりっとしている様子｡4 おそろしくて､近よりにくい｡｣この4つである｡アンケートの
結果では､1の意味を選んだ子供たちが一番多かったが､残りの3つの意味を選んだ子供たちの
人数も多くいた｡このような場面ではどのように指導してゆくのがよいだろうか｡

まず､もう一度文章を読んでみる｡文章の中から出てきた語句であるので､その前後の文脈を

読み､語句がどのような場面でどのように使われていたのか確認してみるoそこから意味をいく

つか推測してみると良いだろう｡自分で推瓢した意味と辞書で調べた意味を照らし合わせ､前後

の文脈から一番適している意味を1つ選ぶのがよいだろう｡rいかめしい｣の場合､文脈ではカブ

トガニの ｢カブト｣の様子をあらわす為にこの語句を使用している｡意味をみてみると､どの意

味も状態を表現するのに適しているが､1の ｢近よりにくいほど､おもおもしく､きびしそうだ｣
というのはカブトを表現するのには適していない｡カブトが重厚で重そうであるということは分

かるが､おもおもしく近よりがたい感じではない｡また､きびしそうだという表現も適していな

いだろう｡しかし､アンケートでこの意味を選んだ子供たちは15人と一番の多かった｡なぜ子供
たちがこの意味を選んだのかということを考えると､子供たちのもつカブトのイメージが関係し
ているのではないだろうか｡そこで実際にカブトを見てみることも良い｡子供たちにどうしてこ

の意味を選んだのかということを聞いてみるのも1つの方法ではないだろうか｡子供たちは自分

たちなりの考え方で意味を選んでいるので､その考え方も尊重しながら共に意味を考えてゆくの

が良いだろう｡また､作者の気持ちを考えてみるのも良い｡｢作者はどんな気持ちでこの言葉を使

ったのかな｣rみんなに何を伝えたかったのかなJという疑問を考えることで､語句の意味をより
深く考えることができるのではないだろうか｡

次に2を見てみると､r厳重である｣という意味が書かれている｡これは､rカブト｣の様子を
表すものとしては全く当てはまらない｡しかし､この意味を選んだ子供たちは7人もいたのであ
る｡この子供たちにもどうしてこの意味を選んだのか聞き､そこで､間違っていると正すのでは

なく､どのように意味を選んだらよいのか､文脈に通しているかどうか､自分たちが選んだ意味

は他にはどのようなときに使うのかなどの話をして､意味の選び方が分かるように指導したい｡
次に3を見てみると､｢おごそかな様子｡立派できりっとしている様子｣と書かれている｡これ
はこの文脈に一番適していると思われる｡しかし､意味記述の中で使われている ｢おごそか｣と

いう意味が子供たちには軽しかったのかもしれない｡その後に書かれている r立派できりっとし

ている｣という意味は分かりやすいが､もし子供たちが意味記述自体の意味が分からなかったの

だとしたら､この意味を選ぶことはあまりないだろう｡実際にアンケートの結果を見ても､この

意味を選んだのは6人と一番少なかったのである｡子供たちが､書かれている意味をしっかりと
理解しているのかということは一番大切なことである｡書かれていることが分からずに､なんと
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なく意味を選んでしまっているようなことがないように､語桑指導を行っていきたい｡そこで､

意味記述を子供たちが理解できているかどうか､1つ 1つ吟味しながら辞書を読み進めてゆくの
が良いだろう｡意味を調べたときに分からない語句が出てきたら､またその語句を辞書で調べる

などして､しっかりと理解できるようにしたい｡

最後の4を見てみると､ここでは｢おそろしくて､近よりにくいJという意味が書かれている｡
｢おそろしいJという表現はこの文脈には適していない｡たしかにカブトガニは見た目は恐ろし

い感じがするのかもしれないが､ここでは ｢おそろしい｣という吉葉でカブトを表現したいので
はなく､r立派Jという言葉で表現した方が文脈に適しているD

このように､意味の1つ1つをみなで理解しながら文脈に沿ったものを選んでゆくという過程
を辞書を使った語免指導では行ってゆくべきだろう｡辞書は辞書､教科書は教科書というように

分離しないように心がけたい｡

r語桑指導｣といっても､語嚢に厨することだけを指導するのではなく､そこから文章の読み

方､使われている語句に関することなど子供たちに指導することは多くある｡語典を多く知るこ
とは子供たちの学習の中でとても基本的なことである｡語免を多く知ることで､文脈をより珪か

に把握したり表現したりすることができ､学習の範囲がより広がってゆくからである｡何度も述

べているように語桑指導は語魚量の拡充だけを目的とするのではなく､語疫を知ることで表現力

が豊かになるように､ということを目指している｡辞書を調べ､その中の意蛇を覚えることは教

師の支援がなくてもできることだが､語桑をいかに生かすことが出来るかというのは､やはり教

師の支援がなければできないことだろう｡そのためにどのように指導すればよいのか､今まで具

体的に述べてきたつもりだが､まだ実際の授業で自分がどのように指等したらよいかということ
は模索しているところである｡

最後に､語疫指導を行う上で教師が一番大切にしたい意識というものについて述べたし㌔ それ

はr語桑を子供たちの中に位置づける｣ということである｡一度学んだ諏喪を今度は自分の力で､

自分の思いを込めて使えるように指導するということである.それが語衆指導の最終的な口約だ

といえるのではないだろうか｡

5.おわりに
今回指導法について考えてみて初めて､指導法というものはいくら考えていてもそれを実行し

て結果を得なければ意味がない､という事を強く感じた｡指;勤ま一人でするものではなく､子供

たちがそれを受け止め､教師の気持ちに答えてくれたときに初めて成立するものなのだ｡しかし､
自分の指導法を実行したからといってそこで描足せず､いつまでもよりよい相帯法について研穴

を続けたい｡
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